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 神を仰ぎ、人に仕う 

 

「キリシタンの歴史を学んで」 

人間福祉学科一年生の一つのクラスで、キリシタンの歴史を学んだ。キリシタンの歴

史というと、迫害と殉教のことだけがクローズアップされて来る。しかし、それは、注意し

て学んで見ると、神に出会った人々が生かされ、用いられた歴史であった。ふとしたこ

とから人を殺してしまい国外逃亡を企て薩摩人アンジローが、切望していたザビエルに

はじめて出会った時の挨拶に耳を傾けたい。 

「司祭さま、私は日本の鹿児島というところに生まれました士族の出身でございま

す。あるとき、私は過って人を殺しました。私はそのことを深く後悔しています。そのこと

でとても苦しみました。できることなら人を殺さないでいたときの自分に戻りたいとどれほ

ど思いましたことか。しかし、そのようなことは不可能なことです。日本の宗教では、私

が犯したこの罪を取り除いてくれることができません。僧侶たちは、人の罪は御布施を

たくさんもって来ることによって赦されるといっておりますがそれは嘘でございます。彼ら

はそのことをいちばんよく知っているのでございます。ところがアルヴァスの話によります

と、マラッカには『聖なる司祭さま』がおられて、その方に私が犯した罪を告解すれば、

その罪は、全被造物の造り主であられるデウスと申す神様によって赦されるとお聞きし

ました。それではるばるあなた様を訪ねてここマラッカまで来たのでございます。お願い

します。どうか私をお助けください。」(津山千恵『フランシスコ・ザビエル─神をめぐる文

化の衝突─』より) 

このアンジローこそ、ザビエルが日本に来るための大切な足掛かりとなった人であっ

た。人を生かす神の不思議な働きを思いたい。 

 

               (聖学院副院長 人間福祉学科担当チャプレン 阿部洋治)                        

 

2014 年度年間聖句 

聖学院教会祈祷会 
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■毎週木曜日 18時 40 分～19時 40 分、 緑聖ホールＣ室にて行っております。 

  どなたでも自由に参加ください。 

・6 月 19 日（木） エゼキエル書 10章  東野 尚志牧師 

・6 月 26 日（木） エゼキエル書 11章  柳田 洋夫チャプレン ―キャンパス祈祷会― 

No.6 2014 年 6月 

全学礼拝期間について 

2014 年度春学期の全学礼拝は、下記日程で行っています。毎週火曜日から金曜日、14 時

40 分から 15 時 10 分です。どなたでもご自由に参加ください。 

春学期／2014 年 4月 8日（火）～2014 年 7月 18 日（金） 

 

 

 

 

 
主の祈り 
天にましますわれらの父よ 
ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 
み国をきたらせたまえ 
みこころの天になるごとく 
地にもなさせたまえ  
我らの日用の糧を今日も与えたまえ 
我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 
我らの罪をもゆるしたまえ 
我らをこころみにあわせず 悪より救い出

いだ

したまえ 
国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり アーメン 

                         

 

「平和を実現する人々は、幸いである、その人たちは神の子と呼ばれる。」 

マタイによる福音書 5 章 9節 

“Blessed are the peacemakers, for they will be called children of God.” 

Matthew 5:9 (NIV) 

 6 月月間聖句 

イエスは言われた。「『心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽くして、あなたの神である主を愛し

なさい。』これが最も重要な第一の掟である。第二も、これと同じように重要である。『隣人を

自分のように愛しなさい。』」                 マタイによる福音書22章37～39節 
 

Jesus replied: “ ‘Love the Lord your God with all your heart and with all your soul and 

with all your mind. This is the first and greatest commandment. And the second is like 

it: ‘Love your neighbor as yourself.’ ”          Matthew 22:37-39(NIV) 

 

 

チャールズ・エリアス・ガルスト奨学金授与式 

 日時 6 月 26 日（木）15 時 00 分～15 時 10 分（全学礼拝に引き続き行います） 

 場所 チャペル 

 内容 本奨学金は過去 3年間の成績が優秀であった学生に贈られます。 

    各学科 4年生の成績優秀者にその栄誉を称え授与式を行います。 

 



 

Seigakuin University CHAPEL NEWS  2014.6.17-6.27 

奨励者 赤田 直樹 

（秋田高陽教会牧師・秋田幼稚園園長） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 佐野 正子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 332 番 1、2 節 

聖 書 ヨハネの手紙 一  

3 章16節 （新約 P.444） 

祈 祷 

奨 励 「キリストの弟子として生きる」 

祈 祷  

讃美歌 332 番 3 節 

主の祈り 

後 奏  

 

6 月 24 日（火） 

 
奨励者 川崎 司 

（日本文化学科教授） 

司会者 柳田 洋夫 

奏楽者 相川 徳孝 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 500 番 1、2 節 

聖 書 詩編 71編 9節 

祈 祷         （旧約 P.905） 

奨 励 「ありがとう、 

心のふるさと・聖学院」 

祈 祷  

讃美歌 500 番 3 節 

主の祈り 

後 奏  
 

6 月 25 日（水） 

 

奨励者 山口 博 
（副院長・キリスト教センター所長・児童学科担当チャプレン） 
司会者 阿部 洋冶 
奏楽者 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 
前 奏  
讃美歌 501 番 1、2 節 
聖 書 テモテへの手紙 二 

  1 章 15～18 節（新約 P.391） 
祈 祷 
奨 励 「いのちに向かって走りきる」 
祈 祷  
讃美歌 501 番 3 節 
主の祈り 
後 奏  

◆  ◆  ◆ 
チャールズ・エリアス・ガルスト奨学金授与式 
 
 

6 月 26 日（木） 

 
奨励者 稲田 敦子 

（欧米文化学科教授） 

司会者 山口 博 

奏楽者 今村 優子 

◆  ◆  ◆ 
前 奏  
讃美歌 338 番 1、2 節 
聖 書 創世記 3章 8～9節 

（旧約 P.4） 
      詩編 126 編 5～6 節 
祈 祷         （旧約 P.971） 
奨 励 「根源的な問いかけ」 
祈 祷  
讃美歌 338 番 3、4 節 
主の祈り 
後 奏  

 

6 月 27 日（金） 

 

奨励者 吉田 純子 

（キャリアサポート課係長） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 渡辺 善忠 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 312 番 1 節 

聖 書 ルカによる福音書 

24章13～16節 （新約P.160） 

祈 祷 

奨 励 「エマオへの道 

―共に歩いて下さるイエス様」 

祈 祷  

讃美歌 312 番 2 節 

主の祈り 

後 奏  

6 月 17 日（火） 

 
奨励者 飯田 潔、 笹川 均 

（日本国際ギデオン協会） 

司会者 柳田 洋夫 

奏楽者 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 312 番 1、2 節 

聖 書 マタイによる福音書 

  5 章 43～48 節（新約 P.8） 

祈 祷 

奨 励 「敵を愛しなさい」 

祈 祷  

讃美歌 312 番 3 節 

主の祈り 

後 奏  

6 月 18 日（水） 

 

奨励者 森田 美千代 

（大学院アメリカ・ヨーロッパ文化学研究科客員教授） 

司会者 阿部 洋冶 

奏楽者 ングワー 路津子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 420 番 1、2、3 節 

聖 書 マタイによる福音書 

  5 章 9 節（新約 P.6） 

祈 祷 

奨 励 「平和をつくりだす」 

祈 祷  

讃美歌 420 番 4、5 節 

主の祈り 
後 奏  

6 月 19 日（木） 

 
奨励者 佐藤 逸子 

（基礎総合教育部特任講師・ラーニングセンター所長） 

司会者 山口 博 

奏楽者 浦沢 如希 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 291 番 1 節 

聖 書 箴言 3章 5～6節 

  （旧約 P.993） 

祈 祷 

奨 励 「主への信頼」 

祈 祷  

讃美歌 291 番 2 節 

主の祈り 
後 奏  

 
 

6 月 20 日（金） 

 


